上海财经大学《综合日语Ⅲ》课程考试卷
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一、次の下線をつけた単語の正しい読み方を選びなさい。（2点×10＝20点）
1.　これが私の人生における最初の途中下車であった。

    Aとちゅうげしゃ　Bとちゅげしゃ　Cとちゅかしゃ　Dとちゅうかしゃ

2.　二ホンザルは群れを作る動物です。

    Aたれ　　Bされ　　Cくれ　　Dむれ

3.　大事な点を落としている、ずいぶん間の抜けた人だ。

    Aく　　    Bぬ　  　Cか　  　Dお

4.　心身の健全な成長に影響を与える。

    Aけいぜん　  　Bけんぜん　　Cけんぜい　　Dけいぜい
5.　先生の手を煩わすまでもない。

    Aわずらわ    　Bまずさわ　　  Cいやわ　  　Dしのわ

6.　クラシック音楽を鑑賞する。

Aかんせい　  　Bかんしょう　　Cみしょう　　Dにんせい
　7.　人にいい加減にあしらう。

　　　Aかげん　  　Bくわへり　　Cからす　　Dへげん
　8.　父・息子の葛藤は欧米では日本よりもっと強い。

　　　Aかっと　    Bかつとう　　  Cかっとう　  　Dかつどう

9.　日本文化の発展に尽くした人を称えて文化勲章がおくられた。

　　Aたのえ　    　Bすすえ　　  Cさかえ　  　Dたたえ

10.　亡き辞書作りの大家がかつてこんなことを洩らされた。

    Aおおや　  　Bおおか　　Cたいか　　Dたいや
二、次の下線をつけた単語の正しい漢字を選びなさい。（2点×10＝20点）
　11.　友人は目をかがやかせて何度も聞いた。

　　　A明      　B輝　       C亮      　D光
　12.　ものおじせずに要領よく質問に答える人がいて驚かされることがある。

　　　A物怖　    B物尾   　C事置き　    D勿緒

　13.　あたたかい人間関係がちゃんと維持されている。

A温かい 　 B暖かい     　C熱かい　  D和かい

14.　このトウテヤナは同時にまた、神様仏様やお日様をおがむ時の言葉でもあるのです。

　　　A伸　      B祝　       C拝　      D借

　15.　こうなると、そくどくよりは読まないほうがましである。

　　  A即読　    B即毒　     C速読　  D早毒

16.　「こういん矢のごとし」という古人の言葉を強く実感するようになる。

A強引　  B光韻　   C光陰　  D荒員

17.　大人になってはじめて彼の前に開かれた多くの可能性を生かさず、ほうきするものなのである。

A放棄　    B放軌　       C法気　    D房機
18.　忍んでただひたすら家庭を守る女性にあこがれる男性はまだ多いと言う。

A堵 　   B憧     　C行　    D与

19.　男性と対等、びょうどうに関わりあうことを求めるようになってきている。

A秒灯      　B病当    　C表等　  D平等

　20.　使い方がゆうずうむげである。

　　　A優通不気　　B腰痛無我　　C有能無材　　D融通無碍
三、次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。　（2点×7＝14点）

変わった趣味をいくつももっている人に会ったので、いろいろ質問して教えられたことがある。ある単調な趣味について、そんなことが面白いのですか、と聞くと“何でもそうだが、一生懸命やれば面白い”という答えだったので感心した。この人は趣味についてよく分かっている人だと考えたのだが、それは、趣味のみならず仕事でも同じであり、結局、①人生全体ついても同じなのだろうと思う。

何か面白い趣味はないかという人がいるが、一生懸命やらないのなら趣味はみんなくだらなくてつまらないのにちがいない。ゴルフでも、碁でも、釣りでも、テニスでも、何でもそうだが、下手でも一生懸命やる人と一緒になったときは、気持ちがよいのはだれしも経験があるところである。ボヤイたり、批評したりしながらやるのでは、②本当の面白さはその人から逃げていってしまう。面白さや幸福は自分の内部から湧いてくるものであって、外部に存在するものではないからである。

（中略）

そういう点からいうと、仲間の目をいつも意識している日本人は、なかなか一つのことに熱中できない。周囲から何かいわれるのが恐いので、それへのいいわけを考えたり、逃げ道をあらかじめ作ったりするので、熱中する幸福は知らないまま一生を終わってしまうのが普通になっている。それだけならまだよいが、時には③他人にも同じことを要求して何かに熱中している人がいると、いといとそのアラ探し（注1）をする。アラとして出る理由は、仲間への交際粗略（注2）になっているというのがいつも第一で、仕事をしていないのではないかというのが第二である。

そういう空気④の中で生活すると、人はだれでも知らず知らずのうちに、

（1）弱者演出⑤

（2）被害者演出

（3）不器用演出

をいつも心がけるようになる。日本人社会で暮らすのに忘れてはならない三種の神器（注3）はこれで、人と話をするときは“私なんかダメですよ”とか、“いつもいいようにやられてばっかり”とか、“失敗ばかりでそんな余裕はありません”とかを必ず三分間に一回ぐらいはいわないとうまくいかない。

栄進（注4）のお祝いをいわれたときでも“三流会社ですから部長になったといっても実態はヒラ（注5）と同じですよ”とか“ムリヤリ引っ張り出されて委員になっただけで、五里霧中です”とかの返事をしないといけないことになっている。これはもう礼儀の一種であり、たくさんの人が反復使用するので磨きぬかれて、ほとんど芸術作品になったようないいまわし方もある。

⑥これは、対人関係円滑化の技術としては確かに有効だし、アメリカ人でもときどきはそういう会話をする。しかし決してホンキでそう思っているのでないところは、日本人として学ばねばならない。多くの日本人は演出を重ねているうちに、それが本当の自分になってしまっている。

　　　　　　　　　　　　　（日下公人『新しい「幸福」への12章』による）

注1　アラ：欠点

注2　粗略：やり方がいいかげんなこと

注3　三種の神器：何かをするときに必要な三つの重要な道具

注4　栄進：今までよりも高い地位や職などに進むこと

注5　ヒラ：役職についていない人

21. ①「人生全体ついても同じなのだろう」とあるが、ここで筆者の言いたいこと

は何か。

A　この人は趣味をたくさんもっているから人生を楽しんでいることだろう。

B　一生懸命やれば何でも面白いということは人生についても言えるだろう。

C　この人は変わった趣味をもっているから生き方も変わった人なのだろう。

D　人生についてもこの人から教えてもらえば面白くなることがあるだろう。

22. ②「本当の面白さ」とあるが、趣味の「本当の面白さ」について筆者はどう考え

　　ているか。

A　趣味というのは、熱心にやればやるほど本当に面白くなるものだ。

B　趣味を本当に面白く感じるのは、上手な人といっしょにやるときだ。

C　他人から進められてやり始めた趣味は本当に面白くなることはない。

D　趣味というのは、批評しながらやらなければ本当の面白さがわからない。

23. ③「他人にも同じことを要求して」とあるが、どのようなことを要求するのか。

A　趣味でも仕事でも一生懸命にやること

B　周囲の幸福そうな人のアラ探しをすること

C　何かに熱中しないようにすること

D　現在の趣味の面白さについて話すこと

24. ④「そういう空気」とあるが、どのような空気か。

A　弱い人を周囲の人が助けてあげるような空気

B　仲間との交際をいいかげんにするような空気

C　熱心に仕事をしない人が批判されるような空気

D　何かに熱心している人が嫌がられるような空気

25. ⑤「弱者演出」とあるが、どのように振舞うことか。

A　自分の弱いところや欠点を人に隠そうとすること

B　人の欠点を探し出してそれを他の人に伝えること

C　体が弱いことが人にもわかるように工夫すること

D　自分が弱くてだめな人間だというふりをすること

26. ⑥「これ」とあるが、何を指しているか。

A　芸術的な美しい言葉を使うこと　　　B　謙遜する言葉を口にすること

C　お祝いを言われたら礼を言うこと　　D　自分の欠点を隠すようにすること

27. 筆者がこの文章で最も言いたいのはどのようなことか。

A　対人関係を円滑にする言葉は有効なものであり、日本人は自信を持って使うべきだ。

B　弱くてやられてばかりいる不器用な人の方が、日本人の社会では暮らしやすい。

C　人目を気にしてだめな自分を演じるより、何かに熱中して生きる方が人生は面白い。

D　仲間との交際や仕事をしっかりやっていれば、人にアラ探しされないで幸せに

なれる。

次の文章を読んで、後の問いを答えなさい。（2点×10＝20点）

“居眠り”は体によいことなのですか？

　答えはイエスでもあり、ノーでもあります。単純には断定できません。もともと昼寝は、幼児期には毎日の習慣であったのが、学齢期になると許されなくなったものです。

　①これは、学校や一般社会が決まった時間を持っていて、昼寝をやめさせてしまうからです。多くの文明国では、自宅での昼寝は「　②　」、学校や職場での昼寝や居眠りは悪徳だとする考えが支配的のように見えます。公共の場での仮眠（注１）は、わずかに乗り物とか公園とか映画館のようなところでしか容認されていないようです。

　人間の眠気を時刻を追って記録すると、夜間の睡眠に向けて増大するばかりでなく、正午を過ぎたところにも小さなピーク（注２）が出現します。③このピークを、単なる気のゆるみと見るか、休息の必要性の現れとして社会が容認するかどうかで、成人の睡眠パターンに昼寝が組み込まれるかどうかが決まってきます。人間の眠りは、生理的な欲求「　④　」文化的拘束面のほうが優先するのです。

　しかし一方では、多くの文明国で、「　⑤　」、能率の低下にとどまらず、判断の誤りや交通事故などがこの時間帯に多発しています。

　もちろん、主睡眠期の夜間に無理して働いている場合には、さらに深刻な問題が発生していることはよく知られているとおりです。これらの現象は、われわれが自然の原理を軽視した⑥“つけ”ということになるのでしょう。

　そんなわけで、無理して起き続けるより、「　⑦　」昼寝して脳を休息させるのは理にかなったことです。ただし、昼寝「　⑧　」生物時計の針が狂わないように、また、夜間の主睡眠の内容に大きな変化を与えないように、「　⑨　」長く寝ないよう気をつける必要がありあす。

注１：仮眠＝きちんと眠るのではなく、少し眠ること。

注２：ピーク＝ある状態が一番高まったところ。

 

28. ①これとあるが、何を指しているか。

 A．昼寝がある年齢を境にできなくなること

 B．居眠りがよいかどうか判断できないこと

 C．昼寝が毎日の習慣であること

 D．居眠りが体によいこと

 

29. 「　②　」に入る言葉はどれか。

  A．とかく　  B．ともかく　 C．もちろん　  D．いうまでなく

 

30. ③このピークを、単なる気のゆるみと見る場合、どうなるのか。

  A．昼寝の必要が高まる    B．成人の昼寝が認められなくなる

  C．仕事が軽視される      D．夜間の睡眠が少なくなる

 

31. 「　④　」に入る言葉はどれか。

 A．よりも　　  B．により　  C．による　　  D．からの

 

32. 「　⑤　」に入る言葉はどれか。

 A．昼過ぎの眠気に逆らって仕事をすることによって

 B．昼過ぎの眠気を休息の必要性の現れとすることによって

 C．昼寝を睡眠のパターンに組み込むことによって

 D．昼寝を組み込むかどうかを個人の選択とすることによって

 

33．⑥“つけ”はこの文章で何を意味しているのか。

 A．何もしないため後で来る答   B．何をしても後で答が来ない

 C．何かをしたため後で来る答   D．何もしなくても後で答が来る

 

34．「　⑦　」に入る言葉はどれか。

 A．十分に　　  B．少しだけ　  C．よく　  D．長く

 

35．「　⑧　」に入る言葉はどれか。

  A．にとって　  B．について　 C．によって　 D．にたいして

 

36．「　⑨　」に入る言葉はどれか。

 A．まさか　  B．べつだん　  C．すなわち　  D．むやみに

 

37．筆者がこの文章で最も言いたいのはどのようなことか。

A．学校や職場での昼寝や居眠りは文明的ではない。

B．昼寝や居眠りが体によいことだとは、単純に判断できない。

C．昼寝や居眠りを睡眠パターンに組み入れるのは、自然なことだ。

D．昼寝や居眠りを容認するかしないかは、各文化ごとに決定すればいい。

次の文章を読んで、後の問いを答えなさい。（2点×8＝16点）

日本人に個性がないということはよく言われていることだけれど、今世界的に、一週間、あるいは年間にどれだけ働くか、ということついて、常識的な申し合わせが行なわれていることには、私は①いつも違和感を覚えている。

　私は毎年、身体障害者の方たちとイスラエルやイタリアなどに巡礼の旅をしているが、一昨年はシナイ山に上った。盲人も六人、ボランティアの助力を得て頂上を究めた。

　普段、数十歩しか歩けない車椅子の人にも、頂上への道を少しでも歩いてもらった。②障害者にとっての頂上は、決して現実の山の頂きではない。もし普段百歩しか歩けない障害者が、頑張ってその日に限り、山道を二百歩歩いて力尽きたら、③そここそがその人にとっての光栄ある山頂なのである。

　④人間が週に何時間働くべきか、ということにも、ひとりひとりの適切な時間があると思う。労働時間を一律に決めなければならない、とするのは専門職ではない、未熟練労働に対する基準としてのみ有効である。

　未熟練労働者の場合は、時間あたりの労働賃金をできるだけ高くし、それによって労働時間を短縮しようとして当然である。

　しかし、⑤専門職と呼ばれる仕事に従事する人は、労働報酬の時間あたりの金額など、ほとんど問題外だ。

　私は小説家だが、小説家の仕事も専門職に属するから、一つの作品のためにどれだけ時間をかけようと勝手である。短編をほんの二、三時間で書いてしまうこともあるし、十年、二十年と資料を集め調べ続けてやっと完成するものもある。一つの⑥作品に私がどれだけの時間や労力や調査費をかけようが、昼夜何時間ずつ働こうが、それは私がプロである以上、自由である。

　日本の社会の中には、職場の同僚がお互いに⑦牽制するので、取ってもいいはずの休みも取れない人が確かにかなりいる。小さな会社の社長に頼みこまれると、したくもない残業をしなければならなくなる社員もいる。そうしないと会社が潰れて失職することが⑧目に見えているからである。その結果「過労死」などということも稀には起きることになる。

　しかし、日本人の中には、仕事が趣味という人も実に多い。ブルーカラー（注１）と呼ばれている人たちの中にさえ、どうしたら仕事の能率が上がるか考えている人はざら（注２）である。趣味になりかけているものが、たまたま会社の仕事だから、時間が来たら帰らねばならない、というのもおかしなことだ。それはプロ（注３）の楽しみを妨げることであって、一種の個人の自由の束縛というものである。

　ただそれほど働きたくない人は仕事をしない自由を完全に守れるように、社会は体制を作り変えるべきである。

　注１：ブルーカラー＝肉体労働者

　注２：ざら＝同類がいくらでもあって珍しくない様子

　注３：プロ＝職業的、専門的

 

38. ①いつも違和感を覚えているとはなぜか、もっとも適当なものを次から一つ選びなさい。

 A．日本人に個性がないと言われているから。

 B．世界的に労働時間が決められているから。

 C．適切な労働時間は人によって異なるから。

 D．未熟練労働に時間基準を設けているから。

 

39. ②障害者にとっての頂上は、決して現実の山の頂きではない。とあるが、それはなぜか、もっとも適当なものを次から一つ選びなさい。

 A．障害者にとって少し上っただけでは、現実の山頂に上ったとは言えないから。

 B．障害者にとって少し上っただけでも、現実の山頂に登ったのと同じだから。

 C．障害者にとっての山頂は現実の山頂よりもずっと高いものだから。

 D．障害者にとっての山頂は現実の山頂よりもずっと低いものだから。

 

40.    ③そこは何を指しているのか、最も適当なものを一つ選びなさい。

 A．百歩歩いたところ                           B．シナイ山の山頂

 C．力尽きたところ                             D．現実の山の頂

 

41. ④人間が週に何時間働くべきか、ということにも、ひとりひとりの適切な時間があると思う。のはなぜなのか、最も適当なものを次から一つ選びなさい。

 A．未熟練労働者か専門職かで労働時間に対する考え方が違うから。

 B．労働報酬の時間あたりの金額を高くしなければならないから。

 C．未熟練労働者は長時間働かなければならないから。

 D．小説家は専門職だから。

 

42. ⑤専門職と呼ばれる仕事に従事する人は、労働報酬の時間あたりの金額など、ほとんど問題外だ。とあるが、それはなぜなのか、最も適当なものを一つ選びなさい。

 A．専門職の人は、満足できるまですればよいから。

 B．専門職の人は、労働の時間を短縮できないから。

 C．専門職の人は、よりよい文章を書けばよいから。

 D．専門職の人は、よりよい仕事をすればよいから。

 

43. ⑥作品とあるが、ここで言う「作品」とは、どんなものか、最も適当なものを一つ選びなさい。

 A．二、三時間だけかけて書く短編               B．十年、二十年もかけて書く短編

 C．自分が満足できるまで書く短編               D．読者が満足できるまで書く短編

 

44. ⑦牽制するとあるが、一体これは本文中でどういう意味で使われているか、最も適当なものを次から一つ選びなさい。

 A．相手の注意を自分の望む方に引きつけることによって、自由に行動できないようにすること

 B．相手が配慮することによって、自分が望む方に自由に行動できないようにされてしまうこと

 C．他人のことを自分の望む方にひきつけることによって、自由に行動できないようにすること

 D．専門職の人は、よりよい仕事をすればよいから。

45. ⑧目に見えているとは本文中でどういう意味で使われているのか、最も適当なものを次から一つ選びなさい。

 A．事情がよく見られる    B．事情が簡単に分る。

 C．他人がよく眺めやる    D．目にして知っている。

六、 上記の文章の内容を200字以内でまとめなさい。（10点）
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